
日 時 平成16年７月24日(土) 15:50～16:40
場 所 高知女子大学 池キャンパス 大講義室
15：50 開会

山�学会長挨拶
今後どのように学会を方向づけてい

くかということが大きな課題になって
いる｡

議長団選出
宮上多加子 氏 (26回生)
角谷 広子 氏 (25回生)

議 題
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計６回の運営委員会を開催した｡
主な審議事項は以下のとおりであった｡

１) 学会事業について
・第30回高知女子大学看護学会
・平成15年度高知女子大学公開講座
・学会誌第29号第１号
以上についてついて梶本運営委員長より

報告があり､ 承認された｡
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１) 平成15年度高知女子大学公開講座報告
について
｢今､ 看護に求められている医療経済

の基礎知識－医療保障と医療保険－｣ を
テーマとして､ １名の講師による講演会
を企画､ 開催し､ 90名の参加を得た｡

２) 第30回高知女子大学看護学会に向けて
の経過報告について
｢看護とコラボレーション－質の高い

保健医療サービスを提供するために－｣
をテーマとして､ 研究発表とシンポジウ
ムを企画､ 開催した｡ 参加者：158名 (学
会員83名)

３) 奨学金貸与事業について
今年度は､ 応募者がなかった｡
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１) 学会誌の発行について
第29巻第１号400部を発行した｡

２) 研究助成事業について
応募があった３研究に助成した｡
第30回高知女子大学看護学会の抄録を

受領した｡
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以上について､ 資料に基づき中野企画委員
長､ 藤田編集委員長､ 益守会計係代理と西野
会計監査より報告があり､ 承認された｡
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資料に基づき､ 中野企画委員長､ 藤田編
集委員長より説明があり､ 以下のとおり承
認された｡
１) 公開講座・講演会等企画 (案) につい
て
新しい企画委員のもとで企画をすすめ

ていきたい｡
２) 第31回高知女子大学看護学会企画につ
いて
平成17年７月23日 (土) に開催を計画

している｡ 新しい企画委員のもとで企画
をすすめていきたい｡

３) 奨学金事業について
奨学生の募集と選考､ 貸与を継続して

いきたい｡
４) 学会誌の発行について

第30巻第２号の発行を計画している｡
５) 研究助成事業について

研究助成の募集を計画している｡
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資料に基づき､ 益守会計係代理より説明
があり､ 承認された｡
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学会長から､ 学会費納入について取り組
んでいるが納入率が上がらない現状とその
背景について､ 説明された｡ 職場の中での
ＯＪＴが活発化､ 学会の増加などの看護界
の動きをふまえて､ 学会それぞれがその位
置づけや方向性を明確にしなければならな
いと問題提起がなされた｡
続いて､ 梶本運営委員長から､ 卒業生全

員に向けて､ 意向調査を行い､ 今後どのよ
うな学会のあり方を求めるか､ どのように
継続させていくかという意見を聞きたいと
提案された｡
会場からも本学会の維持を願う声があが

り､ 意向調査について承認された｡ 意向調
査の予算は予備費から支出したいという運
営委員長からの提案についても承認された｡
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学会長の交替にあたって､ 山�学会長が
挨拶された｡
松本女里氏が学会長として推薦され､ 承

認された｡

新役員として､ 以下のメンバーが承認さ
れた｡

学会長 松本 女里 (８)
森下 利子 (19)
山田 覚
浜田 敬子 (26)
堀田 典子 (27)
長戸 和子 (29・Ｄ１)
今村 優子 (30)
多田 邦子 (32・Ｍ５)
高橋 洋子 (34)
大川 宣容 (35)
松木 里江 (36)
川島 美保 (42・Ｍ５)
新田 和子 (Ｍ４)
山崎 浩子 (48)

新学会長挨拶
新運営委員挨拶

17:00 閉 会

文責：高知女子大学看護学会
書記 青木典子

高知女子大学看護学会誌第30巻第２号 (2005)
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